
 

2025 年 12 月 5 日 

当院小児循環器内科にて不整脈源性右室心筋症または心室期外収縮と診断され

た患者さん・ご家族様へ 

研究へのご協力のお願い 
 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、日常診療で得ら

れた以下の診療情報を研究データとしてまとめるものです。研究のために、新し

い検査などは行いません。この案内をお読みになり、ご自身またはご家族がこの

研究の対象者にあたると思われる方の中で、ご質問がある場合、またはこの研究

に診療情報を使ってほしくないとご意思のある場合は、遠慮なく下記の担当者

までご連絡ください。 

ただし、すでに解析を終了している場合には、研究データから情報を削除でき

ない場合がありますので、ご了承ください。 

 

【対象となる方】1995 年～2028 年 12 月 31 日の間に、心室性期外収縮の

ため小児循環器科を受診された方。 

 

【研究課題名】小児期発症不整脈源性右室心筋症の心電図所見に関する研究 

 

【研究責任者】加藤 愛章  小児循環器内科 医長 

 

【研究の目的】不整脈源性右室心筋症は成人に多い病気で、小児期には稀です。

病初期には無症状で心室性期外収縮がみられるのみですが、突然死をきたしう

る病気です。また、小児期に発症する予後良好な心室性期外収縮は決して珍しい

病気ではなく、学校検診を契機に多くの患者様が当院を受診されています。残念

ながら病初期の不整脈源性右室心筋症と、比較的多い予後良好な心室性期外収

縮の患者様をみわける方法は現在のところありません。そこで私たちは診療録

をもとに、これらの患者様の心電図所見、臨床所見を比較検討し、その違いを見

つけ出すことを目的に研究を行うことにいたしました。この違いをみつけだす

ことによって、不整脈源性右室心筋症の早期診断、ひいては突然死の予防につと

めることがこの研究の目的です。 

 

【利用するカルテ情報・資料】 

(診断名、年齢、性別、身長、体重、血液検査、画像検査、心電図検査、カテ

ーテル検査) 

 



 

【研究期間】研究開始日より２０29 年１２月３１日まで（予定） 

 

【個人情報の取り扱い】 

 お名前、住所などの個人を特定する情報につきましては厳重に管理を行い、

学会や学術雑誌等で公表する際には、個人が特定できないような形で使用い

たします。 

 

【相談窓口】 

国立循環器病研究センター 小児循環器内科 

担当医師  加藤 愛章 

電話 06-6170-1070(代表) 


